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B.本 年 度 に お こ な つ た 試 験 調 査

ス ズ タ ケ の 重 量 測 定

林 床 に密 生 した温 帯林 を代 表す る林床 植物 の 一つ で あ るス ズ タグは 更新 上 、 と くに天 然 更 新

の 場 合 に変 い ては 大 きな生物 的 な 鰻 害要 因 となつている。一 方地 下 茎 が よく発達 し、土壌 表層 を緊

縛 してい るこ とは 、 土壌 保 全 の 面に対 して きわめ て有 効 な働 き を して い るこ とを予 測さ せ る ○

こ こで はス ズ タケの 階層 構造 につ い て 調査 した 結果 を報 告す る。

場所54林 班 標 高 約1200m

重量 測 定プロットプロット1、ftid斜 面の 下 部 に あ リ スズ タケ生 立本 数 も少 な く地 表 植 生

の分 布 も豊 富 であ るリプロット 還は 尾 根の 部 分に あ リス ズ タケ密 生 地 、 した がつ て地 表植 生 が

きわ め て貧 弱 であ る今

調 査 方法

プ ロ ツ トの大 きさ を1×t艶 に と り、 地下 部の 重 量は プ ロ ッ トの一 隅O.5×O.51nに つ い て

お こな つた 。 地 上部 は50cmの 層 毎 にそ れ ぞれ 稗 と葉 に地 下 部は10cmの 層 毎に 地 下茎 と緬 根

に分 け 、生 重お よひ185℃ で の乾 重 を漫淀 したo

結果

掘 り取 リプロット の 植生 は下 表に 示す と知 りであ つた う

堀 り 取 り 調 査 地 の 植 生

また階層構造を凶に示す

これか らとくに上層部の葉群の発達は群落内部への他植物の浸人を抑える結果となつている。

とくにプロツ ト照によくあらわれているo地 下部の構造についてみると地下茎は深さ10か ら



20cmAで の きわめ て 浅 い地 層 に拡 が つ てお り深さ30a似 上 を越す 場 合 はほ とん どみ られ な

かつ たo

地上 部 と地 下 部 との 重 量此 を とつて み る とかな りのバ ラ ツキが み られ たoこ の こ とは 、地 上 部

の状 態 か ら地 下部の 実 態 を推 測す る こ と のきわ めて むつ か しい こ とを示 してい るo



階 層 構 造 図



2モ ミ・ ツ ガ林 分 構 成 調 査

モミ、ツガ林分の成立プuセ スを推定するため両樹種が比較的詳落状をな している55林 玖

内の一部に調査地を設定したo

ブ澱ツトの位置は図に示すo

調査方法

モミ、 ツガ群落内に2o×20mのプロット を4薗 設定し各プロツ ト内に成立するモミ、ツ

ガ論よび広葉樹(胸 高直径19c.nz以 上)の 毎木調査と樹冠投影図を作成したoま たこの地区が

昭和49年 度伐採予定地になつているためN伐 採時に全樹種の樹高お よび樹令の測定を誇こな

う予定であるo

各ブ獄ツ トの樹櫨劉本数誇よび胸高断面積計、またモ ミ、ツガの占める割含を示す と下表の

とおりであるo

樹 種 別 本 数



これ か らみ る と胸 高断 藤積 計で は、 プ惣 ツ ト内 は 獲、 璽、!、 獅の 頗 で混 ん でい るo

また 本 数 か らい う とNが 多い が 広葉 樹の 小径木 が 多数で ある ため断 面 積計 は最 小 で ある 。 各 ブ

XXツ トを 占あ る モ ミvツ ガの 認合 は断 面 横 計で 錘が約%%、 磁が89%、 至が7o%、wが6g

%と い う結果 が み られ た。

この うち1で は プ ロ ツ トの半 分近 くが モ ミで 占め られ 、fiで は 逆 に半 分 近 くが ツガ で 占め られ

て慶 り、 狸 では モ ミ、 ツ ガ ともに 同 じ程 度の 談合 で 占め られ てい る 。

また 、 プ ロッ ト内で ス ズ タ ケ量 が 平均的 と思 わ れ る 魑所 に2×tOmの 面 積 を とり、 そ の中 に

生 立す るス ズ タケ本 該 を縄査 し、艶㎡当 りに換 算す る とプ ロ ツ トNで14本 、 ブemヅ ト1で 約4本

と斜 面上 に 向 うに 従 いス ズ タケ本 敏 も多 くなつ て いる 。



図 プ ロ ッ ト位 置 図



3崩 壊地 の植 生 回復 につ い ての 試 験 地 設 定

1研 究の主旨

本演習林は九州の多雨地帯に当り、また地質構造的に岩石破砕帯上に位置 しているので山

地崩壊の多発生地帯となつている。本研究は総合保全研究林の活用計画の一環として温帯性

落葉広葉樹目然林に詮ける崩壊地の植生回復を取 り上げた。その目的は崩壊地の二次的植生

遷移を通 して植生の回復→温帯林の成立という過程を長期的に見てゆこ うとする ところにあ

る,、

冠 プロツト設定と概況

試験地は三方岳団地5ろ 林班の厳正保全林区内海抜1.150皿 に位置し昭和29年 の集中

豪雨で発生 した面積約1.4haの 崩壊地である。試験地設定に当っては図のように崩壊地の

斜 面上部滑落面上(土 壌の不安定な箇所)と 斜面下部の崖錐部(土 壌が比較的安定した箇所)

にそれぞれ10皿 ×50m、30mX50mの クオ ドラーFの 永久プロッ トを設定 した・ま

た比較対照の為に崩壊地周囲の自然林の中に調査予定のプロットも含めて8個 の20m×20

皿の永久 プロツトを設定した。設定に当っては崩壊地側斜面に5個 、対岸の斜面に5個 設定

した,、植生調査を行なつた5プ ロツ トについての森林群落階層構造は次の表の通 りである。

表 崩壊 地 周辺 部の森林 群落構造



図 水 久フ ・ ・卜配置 図
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皿 今 後の 調査 計 画

1)崩 壊地 内の永 久 プ ロ ツ トAお よびBの 現 在の 植生 を解看 ず る ・

2)崩 壊地 周 辺 の 自然 林 よ リプロットA、Bに 侵 人 す る植 物極 類 唱を定 期的 にチ エ ツ クす る

とと もに そ の量 的な 変 動 をみ る。

3)特 に一 年生 草本 植物 の 李節内(毎 月)な 変 動 をみ る0

4)崩 壊 地斜 面の立 地条 件 の差 違 に よる櫃吻 侵入速 度(遷 移 段 階)に つ い て プ ロ ツ トAとB

を疋 期的 に比 …段ず る0

5)プ ロ ッ トA、Bに 授 人す る種類 相 と周辺 の永 久 プ ロ ッ トの極 類 相 と を比較 対 照す る と と

もに漣子 の 構 造(翼 の 有 無 、 綿 毛等)や 種 子飛 散 距 離、 伝 幡の 方法 等 と植 物 の 浸人 との 関

係 を検 討 して み る。
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